
 

             

             

                                                     

                                                          

           

   

＜要旨＞ 

 子どもの本研究会(1983)の調べでは，年間 1000 冊近くの新刊書が発行されている。

この数は、子ども向けの本の約 1/3 にあたり、いかに絵本が広くゆきわたっているかを

示すものである。絵本には、それぞれの時代の生活様式、慣習、社会環境、行動様式、人

間観、思考様式、服装、職業、仕事の様子、交通機関、使われる言葉などさまざまな面が

描写される。その内容を知ることによって、その時代の風俗やその社会・文化の中で共有

されている人間観、子ども観をある程度知ることができる。本研究では、現在、幼児・児

童に最もよく利用され、読まれている絵本を取り上げ、その内容を分析する。この分析を

通じて、我々の住む社会が、子ども達にどのように特徴づけて描写され、提示されている

のかを明らかにする。とりわけ、その時代の社会的な関係、地位をよく反映すると思われ

る男性と女性に焦点を当て、その描写のされ方を検討する。 

 

＜感想＞ 

 本稿では、絵本に描写される男女の役割・行動には特徴のあることが明らかにされて

いる。その特徴として挙げられている、主人公には女性より男性の方がはるかに多いこ

とや男子は積極的・活発に、女子は消極的・穏健に描写されることが多いという筆者の

主張には大いに納得した。幼い頃、絵本を読んでいて絵本に描写された「男らしさ・女

らしさ」などを感じたことは一切なかった。だが、20 歳になり絵本の内容を振りかえる

と、確かに男女の役割は固定化され、それぞれの行動には特徴が見受けられる。これが

原因で、「女だから」・「女性は~だから」と職業や活動やことば遣いなどで強い制約を受

けることになると考える。もちろん、男性も強い制約を受けることになる。現在は、中

性的という言葉が登場していることから伺えるように、以前に比べて「男らしさ・女ら

しさ」が私たちに与える制約は減ったと感じる。だが、なくなったわけではない。これ

から、絵本で描写される男女の役割・行動はどう変化していくのだろうか。各年代で比

較してみるのも面白いと考える。 
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